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＜平成29年度下半期農業景況調査＞ 

 

 

平 成 3 0 年 3 月 1 9 日 
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 日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業は、平成 30 年１月に融資先の担い手

農業者（注１）を対象として「平成 29 年度下半期農業景況調査」を実施しました。 

平成 29 年通年の景況 DI（注２）は、平成 28 年通年の過去最高値 20.0 を更新し、21.2 とな

りました。好調な販売単価から景況感の良化が窺えますが、都府県の稲作など業種によっ

ては 29 年の天候不順の影響を受け、景況は悪化しました。 

30 年通年の見通しに関しては、価格の先行き不透明感から稲作や肉用牛を中心に慎重な

判断が目立ち、29 年よりプラス幅が 12.6 ポイント縮小し、8.6 まで低下する見通しです。 

 

（注１）認定農業者の経営改善の取組を後押しするスーパーＬ資金又は担い手農業者の新たな取組を支援する農業改

良資金のご融資先 

（注２）DI の算出方法については、添付資料Ｐ１の欄外（注 1）を参照 

 

＜調査結果のポイント＞＜調査結果のポイント＞＜調査結果のポイント＞＜調査結果のポイント＞    

○○○○    29292929 年通年の年通年の年通年の年通年の景況景況景況景況 DIDIDIDI はははは過去最高過去最高過去最高過去最高を更新を更新を更新を更新、、、、価格好調で収支・資金繰り価格好調で収支・資金繰り価格好調で収支・資金繰り価格好調で収支・資金繰りはははは安定安定安定安定    

（図（図（図（図１１１１、表、表、表、表１～６１～６１～６１～６））））    

農業全体の 29 年通年の景況 DI は 21.2 で、過去最高だった 28 年（20.0）を 1.2 ポイ

ント上回り、過去最高を更新しました。 

光熱動力費など生産コスト上昇の影響が見られるものの（生産コスト DI：

▲19.1→▲25.2）、総じて販売単価の好調が維持されていることから（販売単価 DI：26.1

→24.3）、収支・資金繰りが安定し（収支 DI：16.7→14.7、資金繰り DI：15.5→15.5）、

景況 DI が高い水準で推移しているものと思われます。 

○○○○    養豚養豚養豚養豚などなどなどなど好調の一方で好調の一方で好調の一方で好調の一方で、、、、天候不順の耕種や単価下落の肉用牛天候不順の耕種や単価下落の肉用牛天候不順の耕種や単価下落の肉用牛天候不順の耕種や単価下落の肉用牛などなどなどなど悪化悪化悪化悪化    

（（（（図図図図１１１１、表１）、表１）、表１）、表１）    

業種別に見ると、生産・価格の好調が続く養豚（26.2→59.4）、ブロイラー（27.4→

55.3）や、作柄も良く販売単価が上昇した北海道稲作（▲4.9→39.7）は景況 DI が大幅

に上昇し、高水準となりました。茶（11.1→26.5）は低迷が続いていたものの、回復基

調となりました。28 年に北海道で台風被害のあった畑作（▲17.6→34.8）は大幅に改善

しました。 

一方、29 年の天候不順の影響で果樹（25.6→21.8）や施設野菜（26.3→15.0）、都府

県稲作（23.6→10.3）、露地野菜（14.7→7.5）は景況 DI が悪化しました。なお、施設

花き（11.8→▲10.6）は大幅に悪化し、マイナス値に転じました。葬儀スタイルの変化

により一部切り花需要が衰退していることに加え、29 年は天候不順による出荷時期と需

要期のずれなどが重なり、市場価格を大きく下げたことが要因と見られます。 

畜産は、販売単価の下落と素牛価格が高止まりしている肉用牛（50.3→17.5）や、初
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妊牛価格が高止まりしている中で初妊牛の外部導入率が高く、収支・資金繰りの悪化が

目立つ都府県酪農（52.2→12.6）は大幅に悪化しました。北海道酪農（57.6→44.8）や

採卵鶏（40.8→32.7）は依然高水準にあるものの、DI 値が低下しています。 

○ 平成平成平成平成 30303030 年年年年通年通年通年通年は悪化の見通し。先行不透明感が経営判断に影響は悪化の見通し。先行不透明感が経営判断に影響は悪化の見通し。先行不透明感が経営判断に影響は悪化の見通し。先行不透明感が経営判断に影響（図（図（図（図１１１１、表１）、表１）、表１）、表１）    

農業全体の景況 DI の 30 年通年見通しは、29 年（21.2）より 12.6 ポイント低い 8.6

と悪化する見通しの結果となりました。 

稲作（北海道：39.7→▲10.9、都府県：10.3→▲1.0）は価格の先行き不透明感から悪

化し、マイナスに転じる見通しです。生産者からは「先行きが不安」「米価の先が見え

ない」といった声が聞かれました。畑作（34.8→8.9）や茶（26.5→21.8）も悪化し、慎

重な見通しです。 

採卵鶏（32.7→▲18.2）や肉用牛（17.5→▲3.7）は大幅に悪化してマイナス値となり、

養豚（59.4→7.5）も大幅に悪化する見通しです。これは、価格の先行きを懸念したもの

と思われます。ブロイラー（55.3→23.2）や酪農（北海道：44.8→25.2）も慎重な見通

しとなりました。 

他方、きのこ（▲2.5→27.5）や施設花き（▲10.6→17.9）は大幅に DI 値が上昇し、

施設野菜（15.0→27.8）や果樹（21.8→26.5）、露地野菜（7.5→21.5）も改善の見通し

です。29 年の天候不順による景況悪化から、価格や生産の回復を見越したものと見られ

ます。 

○ 設備投資設備投資設備投資設備投資、主な動機は「省力化・効率化」、主な動機は「省力化・効率化」、主な動機は「省力化・効率化」、主な動機は「省力化・効率化」「構造変化」「構造変化」「構造変化」「構造変化」。雇用は。雇用は。雇用は。雇用は深刻な深刻な深刻な深刻な不足続く不足続く不足続く不足続く    

（表（表（表（表６、７、図２６、７、図２６、７、図２６、７、図２））））    

30 年の設備投資見込み DI は▲6.8 となりました。29 年（3.6）から 10.4 ポイント低下

も、最近５年の中では高い水準となっています。 

今回調査では特別に、投資に踏み切る主な「動機」について伺ったところ（複数回答

可）、省力化・効率化(70.0%)、周辺農家の離農による農地等の経営資源の受け入れ(41.4%)

の回答割合が高くなりました。自らの経営改善を図る一方、農業構造の変化に伴い対応

が必要な状況に直面していることがうかがえます。なお、農業政策による後押し(18.7%)、

６次産業化(7.0%)、輸入自由化対応(6.6%)といった回答も見られました。 

雇用状況 DI はほとんどの業種で低下し、28 年（▲33.6）から 3.2 ポイント低い▲36.8

となりました。27 年から２年連続の低下で、深刻な労働力不足が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時期  平成 30 年１月 

調査方法  往復はがきによる郵送アンケート調査 

調査対象  スーパーＬ資金又は農業改良資金のご融資先のうち２１，３３６先 

有効回答数 ６，７１１先（回収率：３１．５％） 

      稲作（北海道）：７８５、稲作（都府県）： １，７５４、畑作：６２１、露地野菜：５６１、 

      施設野菜：５２１、茶：１５５、果樹：３５９、施設花き：１８７、きのこ：８１、 

酪農（北海道）：２７０、酪農（都府県）：２４０、肉用牛：４２７、養豚：２１４、 

採卵鶏：１１６、ブロイラー：５６、その他：３６４ 
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図1　農業景況天気図（平成28年実績、平成29年実績、平成30年通年見通し）
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（凡例）

調査様式

農業経営の業況は

１：良くなった ２：変わらない ３：悪くなった

今年（平成30年）の経営見通しは

１：良くなる ２：変わらない ３：悪くなる

（注１） ＤＩ（Diffusion Index = 動向指数）について

ＤＩは、前年と比較して、「良くなった」の

構成比から「悪くなった」の構成比を

差し引いたもの。

（注２） ＤＩ値に2.5以上の差異がある場合は

上向き又は下向き矢印。2.4以内の場合は

平行矢印。
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図２ 投資に踏み切る主な「動機」 （複数回答可、データ数=3,048）



１．景況DI

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 通年見通し

農業全体 ▲ 6.6 ▲ 17.4 ▲ 25.2
▲ 7.9 13.2 ▲ 1.4 ▲ 33.7 16.8 20.0 21.2 8.6

稲作（北海道） 24.5 ▲ 29.0 ▲ 36.9
43.5 43.9 ▲ 4.2 ▲ 67.2 20.1 ▲ 4.9 39.7 ▲ 10.9

稲作（都府県） 9.1 ▲ 11.7 ▲ 55.5
13.1 36.2 ▲ 10.2 ▲ 71.0 ▲ 3.8 23.6 10.3 ▲ 1.0

畑作 2.8 ▲ 14.5 ▲ 32.2
▲ 19.1 1.6 ▲ 27.6 ▲ 5.3 35.2 ▲ 17.6 34.8 8.9

露地野菜 ▲ 5.6 ▲ 15.4 ▲ 2.0
▲ 14.0 6.7 15.1 ▲ 15.7 14.3 14.7 7.5 21.5

施設野菜 ▲ 10.4 ▲ 23.8 ▲ 6.9
▲ 15.7 19.9 15.6 ▲ 8.4 20.3 26.3 15.0 27.8

茶 ▲ 32.4 ▲ 54.2 ▲ 32.1
▲ 47.3 ▲ 12.8 ▲ 44.8 ▲ 55.0 ▲ 53.1 11.1 26.5 21.8

果樹 ▲ 13.0 ▲ 34.1 ▲ 0.9
▲ 11.7 16.0 6.3 ▲ 12.7 11.5 25.6 21.8 26.5

施設花き ▲ 33.5 ▲ 29.7 ▲ 20.5
▲ 38.8 ▲ 8.0 ▲ 2.8 ▲ 34.4 ▲ 5.9 11.8 ▲ 10.6 17.9

きのこ 9.3 ▲ 20.4 ▲ 51.8
▲ 47.1 ▲ 19.6 4.7 ▲ 20.7 15.2 1.1 ▲ 2.5 27.5

酪農（北海道） ▲ 10.5 13.2 ▲ 37.8
▲ 26.9 ▲ 2.2 ▲ 9.4 ▲ 4.1 55.9 57.6 44.8 25.2

酪農（都府県） ▲ 32.6 21.8 0.0
▲ 24.2 0.0 ▲ 23.8 ▲ 30.9 29.3 52.2 12.6 13.5

肉用牛 ▲ 33.4 ▲ 20.7 ▲ 7.4
▲ 47.4 8.3 20.5 ▲ 1.2 48.5 50.3 17.5 ▲ 3.7

養豚 ▲ 28.0 ▲ 52.4 15.5
▲ 6.2 ▲ 38.1 43.6 67.5 48.8 26.2 59.4 7.5

採卵鶏 ▲ 4.8 ▲ 18.1 14.1
8.4 ▲ 40.6 43.9 28.6 71.0 40.8 32.7 ▲ 18.2

ブロイラー ▲ 20.0 ▲ 6.3 ▲ 1.3

▲ 22.4

10.4 51.9 27.4 55.3 23.2

２．収支ＤＩ

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

農業全体 ▲ 0.1 ▲ 21.9 ▲ 26.3 ▲ 7.2 12.5
▲ 7.0 ▲ 39.7 14.2 16.7 14.7

稲作（北海道） 56.2 ▲ 45.7 ▲ 40.8 54.7 44.7
▲ 14.4 ▲ 72.4 21.3 ▲ 13.7 43.0

稲作（都府県） 24.0 ▲ 16.9 ▲ 61.1 14.0 37.8
▲ 22.0 ▲ 76.7 ▲ 6.5 23.8 2.2

畑作 13.2 ▲ 16.7 ▲ 32.3 ▲ 21.4 ▲ 1.4
▲ 35.8 ▲ 13.8 33.9 ▲ 24.7 28.1

露地野菜 ▲ 1.6 ▲ 13.9 0.5 ▲ 18.1 0.7
8.9 ▲ 23.6 5.7 13.1 ▲ 0.9

施設野菜 ▲ 6.8 ▲ 25.2 ▲ 9.5 ▲ 18.2 16.7
9.3 ▲ 19.5 15.3 20.3 5.6

茶 ▲ 39.3 ▲ 76.4 ▲ 26.3 ▲ 44.9 ▲ 11.9
▲ 43.8 ▲ 59.0 ▲ 52.4 8.1 25.8

果樹 ▲ 9.5 ▲ 45.7 1.4 ▲ 12.2 14.2
0.9 ▲ 20.3 6.3 19.3 12.0

施設花き ▲ 40.8 ▲ 36.5 ▲ 20.2 ▲ 38.8 ▲ 9.7
▲ 8.5 ▲ 39.2 ▲ 8.1 9.1 ▲ 24.6

きのこ 16.3 ▲ 34.4 ▲ 50.0 ▲ 46.5 ▲ 13.7
7.0 ▲ 17.1 11.4 ▲ 1.0 ▲ 3.8

酪農（北海道） ▲ 6.5 33.2 ▲ 44.0 ▲ 25.9 ▲ 3.4
▲ 10.5 ▲ 12.6 55.5 57.0 36.8

酪農（都府県） ▲ 35.5 39.5 ▲ 0.8 ▲ 27.7 ▲ 2.6
▲ 25.4 ▲ 34.3 25.4 48.4 1.7

肉用牛 ▲ 50.2 ▲ 31.4 ▲ 5.7 ▲ 49.9 9.9
20.2 ▲ 7.6 50.8 48.6 7.0

養豚 ▲ 38.2 ▲ 70.4 21.3 ▲ 4.2 ▲ 38.1
44.9 69.9 50.2 19.1 57.9

採卵鶏 0.0 ▲ 28.2 29.5 14.3 ▲ 45.6
56.7 31.3 63.0 44.8 31.9

ブロイラー ▲ 5.5

▲ 10.9 1.3

▲ 22.4 6.0 42.3 29.1 55.3

３．資金繰りＤＩ

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

農業全体 ▲ 8.2 ▲ 14.6 ▲ 14.7 ▲ 3.8 9.8
▲ 0.9 ▲ 29.2 7.6 15.5 15.5

稲作（北海道） 26.8 ▲ 20.2 ▲ 18.2 34.5 31.8
▲ 0.7 ▲ 52.4 8.2 ▲ 2.5 23.8

稲作（都府県） 8.4 ▲ 10.2 ▲ 38.1 10.0 29.2
▲ 6.7 ▲ 59.2 ▲ 10.7 13.5 7.3

畑作 5.3 ▲ 5.2 ▲ 12.0 ▲ 9.7 2.4
▲ 17.0 ▲ 10.4 19.9 ▲ 3.3 23.3

露地野菜 ▲ 4.0 ▲ 12.4 2.0 ▲ 13.2 2.7
7.2 ▲ 14.2 2.3 14.2 2.7

施設野菜 ▲ 14.4 ▲ 25.2 ▲ 4.2 ▲ 6.3 12.7
8.1 ▲ 10.6 16.0 19.8 11.5

茶 ▲ 37.3 ▲ 57.5 ▲ 28.9 ▲ 33.0 ▲ 16.4
▲ 32.5 ▲ 43.7 ▲ 41.3 4.3 20.2

果樹 ▲ 11.0 ▲ 32.4 ▲ 6.6 ▲ 8.7 7.2
1.4 ▲ 14.8 1.4 14.7 8.6

施設花き ▲ 36.3 ▲ 31.2 ▲ 19.2 ▲ 27.4 ▲ 14.7
▲ 9.8 ▲ 34.4 ▲ 6.8 7.3 ▲ 5.9

きのこ 6.7 ▲ 22.3 ▲ 37.3 ▲ 39.6 ▲ 23.5
0.0 ▲ 29.3 10.1 1.0 7.5

酪農（北海道） ▲ 9.9 20.1 ▲ 18.9 ▲ 15.1 ▲ 3.1
▲ 5.0 ▲ 6.3 39.2 45.7 36.3

酪農（都府県） ▲ 36.4 28.3 3.5 ▲ 17.8 1.8
▲ 14.4 ▲ 26.2 26.5 42.1 16.4

肉用牛 ▲ 40.1 ▲ 19.5 ▲ 2.8 ▲ 26.7 8.1
9.7 ▲ 6.1 27.8 34.6 16.9

養豚 ▲ 41.0 ▲ 61.1 16.7 ▲ 4.2 ▲ 26.8
37.1 59.3 45.0 32.4 55.6

採卵鶏 ▲ 14.0 ▲ 16.9 18.1 15.6 ▲ 24.4
39.0 26.8 56.0 44.8 31.1

ブロイラー 3.6 ▲ 4.7 18.4

▲ 16.4 3.0 38.5 29.1 50.0

４．販売単価ＤＩ

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

農業全体 ▲ 21.5 - ▲ 41.3 ▲ 12.7 4.5
▲ 11.1 ▲ 40.0 13.1 26.1 24.3

稲作（北海道） 5.7 - ▲ 84.0 32.9 40.4
▲ 51.9 ▲ 88.6 10.1 19.9 54.4

稲作（都府県） ▲ 11.6 - ▲ 85.8 25.2 43.3
▲ 58.7 ▲ 88.2 7.0 33.4 36.0

畑作 ▲ 39.5 - ▲ 40.4 ▲ 34.4 ▲ 29.7
▲ 36.2 ▲ 30.5 ▲ 15.4 ▲ 3.5 ▲ 2.1

露地野菜 ▲ 37.2 - 9.8 ▲ 32.6 ▲ 19.6
17.0 ▲ 33.5 ▲ 10.0 16.5 ▲ 7.8

施設野菜 ▲ 30.3 - ▲ 14.3 ▲ 27.3 0.9
▲ 0.4 ▲ 32.8 ▲ 0.6 26.0 8.7

茶 ▲ 71.3 - ▲ 36.6 ▲ 43.0 ▲ 27.9
▲ 62.1 ▲ 64.0 ▲ 59.4 ▲ 1.3 18.1

果樹 ▲ 33.2 - 20.1 ▲ 15.1 1.9
▲ 1.4 ▲ 25.4 10.9 34.9 28.0

施設花き ▲ 69.7 - ▲ 37.3 ▲ 52.0 ▲ 27.0
▲ 21.1 ▲ 47.0 ▲ 15.4 7.3 ▲ 28.6

きのこ ▲ 14.4 - ▲ 69.9 ▲ 53.9 ▲ 42.2
1.2 ▲ 22.0 ▲ 6.4 ▲ 18.2 ▲ 11.3

酪農（北海道） 24.7 - ▲ 66.7 ▲ 22.0 37.4
36.0 59.3 85.9 79.3 67.8

酪農（都府県） 2.8 - ▲ 5.9 ▲ 24.0 ▲ 2.1
51.7 23.0 61.7 50.7 14.4

肉用牛 ▲ 71.8 - ▲ 33.6 ▲ 65.4 ▲ 4.9
59.0 46.4 85.8 76.4 17.1

養豚 ▲ 28.1 - 11.2 ▲ 22.9 ▲ 71.5
70.1 84.1 26.9 ▲ 15.1 63.6

採卵鶏 25.1 - 38.9 ▲ 11.7 ▲ 48.8
82.3 53.6 74.0 ▲ 12.0 1.7

ブロイラー ▲ 12.7 3.1 ▲ 47.4

▲ 22.4 10.4 28.8 ▲ 9.7 37.5

表 各種ＤＩ値時系列データ
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５．生産コストＤＩ

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

農業全体 ▲ 63.5 - ▲ 43.6 ▲ 48.6 ▲ 50.7
▲ 62.9 ▲ 66.3 ▲ 44.7 ▲ 19.1 ▲ 25.2

稲作（北海道） ▲ 65.3 - ▲ 47.8 ▲ 53.5 ▲ 49.7
▲ 63.0 ▲ 69.0 ▲ 44.1 ▲ 24.2 ▲ 18.8

稲作（都府県） ▲ 49.2 - ▲ 38.6 ▲ 40.7 ▲ 38.3
▲ 43.6 ▲ 53.2 ▲ 36.5 ▲ 11.5 ▲ 11.2

畑作 ▲ 72.7 - ▲ 55.2 ▲ 62.3 ▲ 55.8
▲ 70.4 ▲ 78.2 ▲ 63.7 ▲ 32.6 ▲ 28.4

露地野菜 ▲ 66.7 - ▲ 54.4 ▲ 55.3 ▲ 46.9
▲ 65.1 ▲ 67.5 ▲ 56.8 ▲ 28.9 ▲ 40.0

施設野菜 ▲ 65.4 - ▲ 55.9 ▲ 52.4 ▲ 52.4
▲ 64.5 ▲ 63.4 ▲ 41.0 ▲ 26.5 ▲ 39.9

茶 ▲ 66.7 - ▲ 38.1 ▲ 53.1 ▲ 48.4
▲ 68.5 ▲ 72.5 ▲ 30.1 ▲ 11.1 ▲ 32.2

果樹 ▲ 48.6 - ▲ 46.0 ▲ 38.1 ▲ 44.8

▲ 55.8 ▲ 67.0 ▲ 48.4 ▲ 31.3 ▲ 37.3

施設花き ▲ 63.7 - ▲ 34.9 ▲ 48.9 ▲ 53.3
▲ 70.7 ▲ 72.8 ▲ 33.5 ▲ 21.9 ▲ 48.6

きのこ ▲ 58.7 - ▲ 38.6 ▲ 43.1 ▲ 40.6
▲ 64.0 ▲ 74.4 ▲ 43.0 ▲ 22.4 ▲ 28.8

酪農（北海道） ▲ 72.6 - ▲ 51.1 ▲ 59.0 ▲ 68.8
▲ 81.9 ▲ 80.4 ▲ 46.4 ▲ 4.9 ▲ 35.2

酪農（都府県） ▲ 74.2 - ▲ 34.0 ▲ 53.9 ▲ 67.5
▲ 83.5 ▲ 83.6 ▲ 46.6 ▲ 0.7 ▲ 32.9

肉用牛 ▲ 79.8 - ▲ 42.3 ▲ 38.0 ▲ 65.7
▲ 83.1 ▲ 81.9 ▲ 63.1 ▲ 37.3 ▲ 41.3

養豚 ▲ 71.8 - ▲ 21.0 ▲ 48.7 ▲ 65.9
▲ 69.6 ▲ 59.8 ▲ 17.7 16.9 12.1

採卵鶏 ▲ 56.4 - ▲ 23.5 ▲ 31.2 ▲ 61.9
▲ 79.9 ▲ 78.6 ▲ 32.0 11.2 ▲ 12.0

ブロイラー ▲ 54.5 ▲ 42.2 ▲ 42.1

▲ 76.1 ▲ 59.7 ▲ 44.2 ▲ 4.8 ▲ 16.1

６　．設備投資見込みＤＩ　

平成21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

農業全体 ▲ 2.5 - ▲ 33.9 ▲ 25.4 ▲ 16.0
▲ 21.1 ▲ 31.1 ▲ 12.8 3.6 ▲ 6.8

稲作（北海道） 13.6 - ▲ 32.9 ▲ 9.5 ▲ 2.3
▲ 20.7 ▲ 47.9 ▲ 11.8 ▲ 2.8 ▲ 9.6

稲作（都府県） 11.8 - ▲ 30.1 ▲ 8.5 1.8
▲ 7.8 ▲ 35.1 ▲ 9.9 7.0 ▲ 0.4

畑作 ▲ 0.9 - ▲ 22.8 ▲ 19.5 ▲ 6.8
▲ 24.9 ▲ 25.6 0.2 8.2 6.4

露地野菜 ▲ 6.4 - ▲ 29.6 ▲ 26.5 ▲ 17.4
▲ 17.8 ▲ 30.4 ▲ 16.2 1.6 ▲ 10.8

施設野菜 ▲ 5.4 - ▲ 34.6 ▲ 30.2 ▲ 26.3
▲ 28.5 ▲ 30.8 ▲ 22.9 ▲ 7.4 ▲ 19.6

茶 ▲ 24.7 - ▲ 38.5 ▲ 37.9 ▲ 28.1
▲ 35.6 ▲ 39.4 ▲ 43.7 ▲ 8.6 ▲ 19.0

果樹 ▲ 6.3 - ▲ 40.6 ▲ 39.5 ▲ 20.1

▲ 32.9 ▲ 36.6 ▲ 23.6 ▲ 9.0 ▲ 33.0

施設花き ▲ 25.4 - ▲ 57.5 ▲ 40.2 ▲ 41.1
▲ 44.7 ▲ 47.4 ▲ 43.8 ▲ 17.8 ▲ 38.4

きのこ 0.0 - ▲ 44.6 ▲ 49.0 ▲ 42.6
▲ 14.0 ▲ 26.8 ▲ 10.3 ▲ 5.4 ▲ 13.6

酪農（北海道） ▲ 7.4 - ▲ 52.1 ▲ 50.7 ▲ 36.0
▲ 44.5 ▲ 27.2 ▲ 16.0 7.4 ▲ 7.8

酪農（都府県） ▲ 7.3 - ▲ 27.7 ▲ 32.1 ▲ 31.4
▲ 28.3 ▲ 14.4 ▲ 23.4 16.0 ▲ 1.2

肉用牛 ▲ 14.7 - ▲ 43.1 ▲ 38.5 ▲ 24.3
▲ 27.0 ▲ 17.8 ▲ 0.3 13.6 ▲ 7.6

養豚 ▲ 7.5 - ▲ 27.3 ▲ 23.2 ▲ 27.6
▲ 1.5 11.8 8.7 24.2 16.0

採卵鶏 ▲ 9.6 - ▲ 20.0 ▲ 23.4 ▲ 44.3
▲ 20.5 ▲ 7.1 8.0 22.6 22.4

ブロイラー ▲ 9.1 ▲ 21.9 ▲ 13.2

▲ 22.4 ▲ 4.5 11.5 19.4 3.6

７．雇用状況DI

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

農業全体
- - - - - - -

▲ 26.3
▲ 33.6 ▲ 36.8

稲作（北海道）
- - - - - - -

▲ 26.7
▲ 35.6 ▲ 39.0

稲作（都府県）
- - - - - - -

▲ 18.8
▲ 27.3 ▲ 27.8

畑作
- - - - - - -

▲ 33.6
▲ 40.8 ▲ 45.0

露地野菜
- - - - - - -

▲ 34.9
▲ 41.5 ▲ 43.4

施設野菜
- - - - - - -

▲ 24.1
▲ 30.8 ▲ 33.0

茶
- - - - - - -

▲ 26.6
▲ 30.8 ▲ 37.7

果樹
- - - - - - -

▲ 25.6
▲ 32.0 ▲ 36.8

施設花き
- - - - - - -

▲ 26.8
▲ 31.6 ▲ 34.4

きのこ
- - - - - - -

▲ 26.6
▲ 37.6 ▲ 41.2

酪農（北海道）
- - - - - - -

▲ 40.4
▲ 45.0 ▲ 52.5

酪農（都府県）
- - - - - - -

▲ 25.8
▲ 28.0 ▲ 27.6

肉用牛
- - - - - - -

▲ 24.7
▲ 28.7 ▲ 34.3

養豚
- - - - - - -

▲ 35.6
▲ 44.5 ▲ 44.3

採卵鶏
- - - - - - -

▲ 31.0
▲ 43.2 ▲ 47.4

ブロイラー

- - - - - - -

▲ 15.4

▲ 21.4 ▲ 36.4

※設備投資見込みＤＩは、調査実施当年中の設備投資を「予定している」（半年経過時点調査は、「実施済み」と「予定している」の合計）の構成比から、「予定していない」の構成比を差し引いたもの。
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